
８ 本時の展開 （４／６） （ 指導→点線 学び→二重線 留意点→※ 評価→★）
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① 前時の学習を振り、本時のめあてを確認する。 （５分）

Ｔ「前回は、Ａ社とＢ社２つの新聞に共通して使われている情報を見つけましたね。見つ
けていく中で、ちがう所もあるということに気付きました。」

Ｔ「今日は、二つの新聞を読み比べて整理してきたワークシートをもとに、書き手が一番
伝えたいことは何かを考えていきます。」

※本時は、子ども達同士や教師との対話を通して、書き手の意図は何かを考えさせたいた
め、Ａ社とＢ社の相違点については事前にワークシートでまとめることとした。

② ２つの新聞記事を音読する。 （５分）
Ｔ「今日も２つの新聞のことについて勉強していきます。２つの新聞を音読していくよ。」

※教科書の記事の内容に目を向けさせるために、ここでの音読は指名読みにさせる。

④ ワークシートをもとに互いの考えを交流（グループ）する。 （１０分）

Ｔ「記事の主役を判断した理由をお互いに交流して、グループごとに話し合って、記事の主役とそう考え
た理由をまとめて発表します。」

○予想される反応
・Ａ社は、アユだと思います。アユという言葉が何回も出てきます。
・Ａ社は、アユだと思います。写真がアユだからです。リード文でもアユが１０００万匹をこえたこと
が書かれているからです。

・Ｂ社は、多摩川だと思います。よみがえった多摩川のことについて本文に書かれているからです。
・Ｂ社は、多摩川に親しむ人々だと思います。写真には多摩川に親しむ人たちに使われているからです。

※記事の主役を判断した理由も含めてグループで話し合い、互いの考えを交流することで書き手の意図を
明らかにしていく。その際、グループで話し合ったことを１つ考えにまとめることで、子ども達同士の
対話を活発にさせる。 （視点２）

★二つの記事を読み比べ、写真や見出しに気をつけて、それぞれの記事の内容を読み取っている。
（ワークシート・話し合い）

⑤ それぞれの記事について、書いた人が一
番伝えたいことについて考える。（１０分）

Ｔ「Ａ社とＢ社の記事を書いた人が一番伝え
たことは何でしょう。」

※グループで話し合ったことや他のグループ
の考えたことをもとに、書き手が一番伝え
たかったことは何かを考えさせ、ワークシ
ートに書かせる。

Ｔ「Ａ社とＢ社の写真を入れ替えたらどうか
な？」

○予想される反応
・写真を入れ替えたら、本文とアユとの関
係がなくなってしまいます。
・Ｂ社は環境を守ることの大切さを伝えた
いと思うので、アユの写真より川でたく
さんの人が活動している写真が合ってい
ると思うます。

※教師の発問を通して、写真と本文とを関係
付けて書き手の意図に迫るようにする。

（視点３）

★二つの記事を読み比べ、写真や見出しに気
をつけて、それぞれの記事の内容を読み取
っている。 （ワークシート・話し合い）

③ 書き手の意図を読み取るための視点を整理
し、記事の主役は何かを考える。

（１０分）

Ｔ「２つの新聞にはどんな違いがあるかをワー
クシートに事前に書きましたね。まずは、
そこをみんなでどのように整理したかを確
認していきましょう。」

※ 書き手の意図を読み取る力を児童につけるた
めに、新聞記事に書かれている四観点（①見
出し ②リード文 ③写真 ④本文）の相違
点を、対応表を用いたワークシートに記入さ
せる。 (視点１)

Ｔ「整理したワークシートをもとに、それぞれ
記事の主役は何か。理由も考えてワークシ
ートに書いてみましょう。」

Ｔ「書いた内容をとなりの友だちと説明してみ
ましょう。」

※個人で考えた考えをペアで伝え合う活動を設
定して、各々の児童の意見に自信をもたせて
からグループの話し合い活動を行うようにす
る。 （視点２）

⑥ 本時の学習を振り返る。 （５分）

Ｔ「今日の学習を振り返って、どんなことが分かりましたか。」

⑦ 次時の学習について知る。

Ｔ「次回は、今日まで学習してきたことを活かして、記事と写真に見合った見出しを考えていきたいと思います。」


